（中学校用）　※推進地域の場合は、中核となる学校の状況を記入
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	都道府県・指定都市名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学校名

　　　　　　　　立
中学校

校 長 名

所在地

主たる研究担当者
学級数

学 級

学 校 歯

科 医 名
生徒数

名

教職員数

名

１．地域の特色と学校の教育方針
２．研究テーマ及び研究活動の重点事項

（１）研究テーマ

（２）学校での研究活動の目標や重点事項

３．実践内容及び成果

（１）学校での実践内容

　① 学級活動
　（ア）１年
　（イ）２年
　（ウ）３年

	　② 自立活動（行っている学校は記入すること）
　③ 学校行事
　④ 生徒会活動など
　⑤ 日常指導
　⑥ 教材・教具の作成や整備

　

⑦ 学校保健委員会

　（ア）組織と運営について

　（イ）歯科保健に関する議題について
　（ウ）活動内容と主な成果

（２）家庭、地域との連携を密にすることに配慮した活動

　① 家庭との連携

　② 地域との連携
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	４．学校の歯科保健状況（令和６年度の健康診断結果）

　※定期健康診断の結果によるものとし、永久歯について記入すること

（１）学校全体のむし歯の保有等の状況

（％、人数）
全　　校　　の　　状　　況

Ａ

検査人数

Ｂ（＝C＋D）

むし歯

り患者率

Ｃ

処置

完了者率

Ｄ

未処置歯のある者の率

Ｅ

むし歯のない者の人数

男

名

％

％

％

名

女

名

％

％

％

名

計

名

％

％

％

名

（２）学年別 歯列・咬合・顎関節・歯垢・ＣＯ・ＧＯ・Ｇの状況

　　※Ｂ・Ｃ・Ｄについては、判定が「１」もしくは「２」の生徒の数を記入

　　※歯列・咬合と顎関節の項目が別れていない学年は、Ｆに記入

（人数）

学年

項目

１年

２年

３年

Ａ

検査を

受けた者
名

名

名

Ｂ

歯列・咬合
(１＋２)
名
名
名
Ｃ

顎関節

(１＋２)
名
名
名
Ｄ

歯垢

(１＋２)
名
名
名
Ｅ

ＣＯの

ある者

名

名

名

Ｆ

ＧＯの

ある者

名

名

名

Ｇ

Ｇの

ある者

名

名

名

Ｆ※

歯列・咬合
・顎関節(１＋２)
名

名

名


	（３）１学年生徒の永久歯むし歯の状況

Ａ

検査を受けた者

名

Ｂ

処置完了歯

の　数

Ｃ

未 処 置 歯

の　数

Ｄ（＝Ｂ＋Ｃ）
む　し　歯

総　数

Ｅ

喪　失　歯

の　数

Ｆ（＝D+E/A）

1人あたりの

平均むし歯数
本

本

本

本

本

５．評価の観点と実践の成果（児童にどんな変容が見られたか）

６．研究会を開催した場合の開催年月日及び参加人員、内容

７．今後の課題




